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【背景・目的】HPV ワクチンは，子宮頸がんの予防手段の一つとして，有効性と安全性がすでに確認

されているが，日本の接種率は依然として高くない．近年，SNS は若年層の主要な健康情報源となっ

ており，SNS を介した健康教育が人々の健康行動にポジティブな影響を与えると報告されている

（Laranjo et al., 2015）．一方で，不確かな情報が流通し，ワクチン接種行動に影響を及ぼしてい

る可能性も指摘されている．本研究では，SNS における HPV ワクチンに関する健康情報の研究を対象

に，研究動向を明らかにすることを目的とした． 

【方法】本研究は，PubMed 等に 2004~2024 年に発表された，SNS における HPV ワクチン関連の英語原

著論文 50件の抄録を対象とした．前処理を行い，BERT によりトピック分析を実施し，各トピック上

位 10単語と代表文をもとに ChatGPT でラベルを生成した．さらに DTMにより時系列変化を分析した． 

【結果】各抄録を分析した結果，分類不能な文を除き，19のトピックが抽出された．クラスタ分析に

より 4 つの主要クラスタに分類され，ラベルは①デジタル健康情報の定量分析，②HPV 情報の質と評

価，③HPV ワクチンに関する態度と行動の心理的・文化的要因，④SNS 上の情報拡散・感情・メディア

の構造分析と生成された．関連研究の発表年では，最初は 2008 年に 1 本であり，2015 年以降に増加

傾向がみられた．また，DTMによる正規化頻度に基づく各年の代表的トピックとしては，2008 年の「統

計的検定・信頼区間に関する記述」から，2021 年の「顔認識と人種・性別のバイアス」に関する話題

が抽出された． 

【討論】抽出されたトピックは，情報の定量分析，質的評価，情報の拡散構造など多様な側面を含み，

学際的な広がりが明らかとなった．特に SNS の特性を踏まえた情報の拡散構造に関する研究が進展し

ている点が注目される．また，年次推移からは，社会的関心の高まりや，新しい技術・分析手法の導

入が確認された．SNS 特有の拡散力や感情的表現に着目した研究は誤情報対策だけでなく，効果的な

健康教育の構築にも貢献する可能性がある．研究成果に基づいた，若年層への接種行動に対する心理

的・社会的背景を踏まえた情報設計および発信手法の検討が求められる． 
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